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資料＜拡大写真＞265KB（左クリックしてください。A3大の写真をダウンロードできます）



最初の自転車「ドライジーネ」。


自転車博物館では�EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ Ｐゴシック" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(ふくせい),複製)�を見ることができます。





自転車はいつ�EQ \* jc2 \* "Font:HGP創英角ｺﾞｼｯｸUB" \* hps14 \o\ad(\s\up 25(はつめい),発明)�された？





自転車が�EQ \* jc2 \* "Font:HGP創英角ｺﾞｼｯｸUB" \* hps14 \o\ad(\s\up 19(はつめい),発明)�されてから


２００年あまり、


はじめは�EQ \* jc2 \* "Font:HGP創英角ｺﾞｼｯｸUB" \* hps14 \o\ad(\s\up 19(もくば),木馬)�のような


かたちでした。





資料集「自転車産業に触れよう」





●自転車のはじまりは、�EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ Ｐゴシック" \* hps12 \o\ad(\s\up 15(じてん),自転)��EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ Ｐゴシック" \* hps12 \o\ad(\s\up 15(もくば),木馬)�


いつ、だれが自転車を�EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 13(はつめい),発明)�したのか、ということは�EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 13(せいかく),正確)�に�EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 13(きろく),記録)�に残っていないので、わからないそうです。それでも、ずっと�EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 13(れきし),歴史)�をたどっていくと、今から２００年少し�EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 13(むかし),昔)�、フランスでセレリフェール・レースという�EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 13(けいば),競馬)�や�EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 13(けいりん),競輪)�のようなレースがありました。セレリフェールとは、�EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 13(もくば),木馬)�の前足と後ろ足に�EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 13(しゃりん),車輪)�をつけたもので、乗っている人は、両足で�EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 13(じめん),地面)�をけって前に進みます。このセレリフェールの大会がはじまる前から、人々が�EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 13(こじん),個人)�でこの乗り物を楽しんでいたかもしれません。二つの車を前後にならべて使う乗り物は、これが一番はじめだとされています。





●１８１７年に、ハンドルのついた「ドライジーネ」が�EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ Ｐゴシック" \* hps10 \o\ad(\s\up 15(とうじょう),登場)�


セレリフェールにはハンドルがなかったので、�EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 13(ほうこう),方向)�を変えることができませんでしたが、1817年に、ドイツのカール・フォン・ドライス�EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 13(だんしゃく),男爵)�がハンドルをつけたものを考えだし「ドライジーネ」という名前をつけて、次の年の1818年に�EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 13(とっきょ),特許)�をとっています。その同じ年に、イギリスのデニス・ジョンソンという人もハンドルのついた�EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 13(てつせい),鉄製)�の自転車を�EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 13(かんせい),完成)�させています。


　このころのドライジーネは、時速１５キロメートルを出したという�EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 13(きろく),記録)�があります。これは、馬がゆっくり走る速さにも負けないものです。





自転車はいつ発明された？





資料集「自転車産業に触れよう」





先生むけガイド





■参考リンク集■


※インターネットに接続できる環境が必要です。


・� HYPERLINK "http://www.cycle-info.bpaj.or.jp/japanese/" ��自転車文化センター「自転車広場」�


・� HYPERLINK "http://www.jbpi.or.jp/" ��自転車産業振興協会�


� HYPERLINK "http://www.h4.dion.ne.jp/~bikemuse/" ��・自転車博物館サイクルセンター�





■参考書籍


「身近な科学1　自転車」（財団法人日本自転車普及協会制作）


「走るクスリ 自転車の事典」（岸本孝著　文園社刊）


「世界が見えてくる身近なもののはじまり　自転車」（鳥山新一著　PHP研究所刊）





【このテーマの指導ポイント】


◆自転車という、きわめて身近な生活の道具の歴史にふれる


　→慣れ親しんだかたちの自転車が、発明当時はどのような姿だったか学ぶ。


　→自転車博物館でドライジーネと、その後の変化をレプリカにて観察。


　→時代とともに進化した自転車の遍歴を学ぶ　　など


◆自転車博物館鑑賞のポイント


＜素材の変化＞


(1)木を活用したものから革製品、金属の導入


(2)装飾物の変化（高価な乗り物であった）


(3)ゴムの登場にてタイヤが変身。安定性の向上とともに、オシリが痛くなくなる。


(4)チェーンによる走行性能の向上、同時にブレーキの発達


(5)ワイヤーやギア（変速機の登場）


今日の自転車へ。時代別に配置された自転車の注目点を示唆する。


＜近代的な変化＞


・二人乗り、荷物をつめる特殊装置など自転車のニーズが広がる


・素材がただの鉄から合金に変化、軽さの追及


・世界一周など、耐久性能の高い自転車


・世界で活用されている観光用の自転車


・最速を求められるレース用の超軽量・高性能自転車


・快適性の追求として電動アシスト自転車の登場


などが見どころです。


＜関連資料＞


・「むかしの自転車はどんなだろう？」


・「ライト兄弟は自転車屋だった」


・「堺の自転車の何がすごいの?」


・「自転車の部品を知ろう」


・「おもしろ自転車っておもしろい」





�





自転車博物館でドライジーネ（�EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ Ｐゴシック" \* hps10 \o\ad(\s\up 11(ふくせい),複製)�）を見てみよう！自転車広場では、ドライジーネを�EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ Ｐゴシック" \* hps10 \o\ad(\s\up 11(たいけん),体験)�できるよ！








